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日
体
大
は
、
私
の
母
校
で
あ

る
。 母

校
の
理
事
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
、
早
や
４
年

の
歳
月
が
経
つ
。
就
任
時
、
決

意
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、「
魅
力
的
な
大
学
づ
く
り
」

と
「
世
界
一
の
体
育
大
学
を
目

指
す
」
、「
か
ら
だ
に
ま
つ
わ
る

科
学
と
文
化
の
総
合
大
学
化
」

等
で
あ
る
。 

 

ほ
ぼ
そ
の
方
向
性
は
、
い
ま

だ
設
計
図
段
階
で
は
あ
る
に

つ
け
て
も
、
一
応
、
推
進
し
つ

つ
あ
ろ
う
か
。
私
一
人
で
は
何

も
で
き
な
い
。
教
職
員
が
理
念

を
理
解
し
、
協
力
し
て
い
た
だ

か
ね
ば
実
現
し
な
い
の
は
多

言
を
俟
つ
ま
で
も
な
か
ろ
う
。 

 

と
り
あ
え
ず
、「
選
手
強
化
」

「
国
際
化
」
「
ワ
ン
フ
ァ
ミ
リ

ー
化
」
策
を
理
事
会
決
定
し
、

ど
ん
ど
ん
前
進
さ
せ
る
こ
と

に
し
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
、

別
段
、
目
新
し
い
も
の
で
は
な

い
。
普
通
、
一
般
的
な
こ
と
で

あ
り
常
識
的
な
事
柄
で
し
か

な
い
。
が
、
今
ま
で
の
日
体
大

に
は
ビ
ジ
ョ
ン
は
な
く
、
そ
の

日
そ
の
日
を
過
ご
す
伝
統
校

で
し
か
な
か
っ
た
か
に
映
る
。

い
わ
ゆ
る
歴
史
に
胡
坐
（
あ
ぐ

ら
）
を
か
く
、
法
人
と
大
学
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

改
革
と
い
う
大
ナ
タ
を
振

る
と
、
必
然
的
に
反
発
を
招
来

さ
せ
る
。
序
々
に
チ
ェ
ン
ジ
す

る
施
策
こ
そ
が
受
容
さ
れ
る

と
決
め
つ
け
、
一
歩
一
歩
チ
ェ

ン
ジ
し
て
行
く
よ
う
に
心
が

け
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。 

 

「
選
手
強
化
」
は
、
体
育
大

学
に
あ
っ
て
は
生
命
線
で
あ

ろ
う
。
弱
い
日
体
大
で
あ
れ
ば
、

世
間
は
認
め
て
く
れ
な
い
ば

か
り
か
、
メ
デ
ィ
ア
の
露
出
が

な
く
な
る
。
話
題
づ
く
り
と
平

行
し
て
、
強
化
策
を
練
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
法
人
も
協
力
し
大

学
ま
か
せ
に
し
て
ば
か
り
で

は
限
界
が
あ
る
。
や
が
て
日
体

大
の
記
事
は
各
紙
で
踊
る
よ

う
に
な
る
と
努
力
中
だ
。 

 
「
国
際
化
」
は
、
申
す
ま
で

も
な
く
社
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル

化
さ
れ
て
い
て
、
国
際
人
を
養

成
す
る
こ
と
も
大
学
の
使
命

と
な
っ
て
久
し
い
。
私
自
身
、

海
外
生
活
が
長
か
っ
た
し
教

員
経
験
も
あ
る
。
当
初
、
大
学

側
は
、
あ
ま
り
熱
心
で
は
な
か

っ
た
が
、
嬉
し
い
こ
と
に
協
力

的
に
な
り
、
今
年
は
10
ヶ
国
か

ら
の
留
学
生
を
迎
え
入
れ
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。 

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）

と
協
定
を
結
び
、
青
年
海
外
協

力
隊
員
と
し
て
今
年
は
20
名

の
卒
業
生
を
発
展
途
上
国
に

派
遣
し
、
20
名
の
在
学
生
を
一

ヶ
月
間
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
モ
ル

ジ
ブ
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
体
育
教
員
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
で
派
遣
し
て

い
た
だ
い
た
。
学
内
に
は
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
カ
フ
ェ
」
を
設
置

し
、
い
つ
で
も
英
会
話
を
学
べ

る
よ
う
に
も
し
た
。 

 

「
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を

昨
年
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
留
学
手

続
き
か
ら
留
学
生
の
受
け
入

れ
等
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
試
験
指
導
・
協
力
、

国
際
化
の
最
前
線
で
の
協
力

体
制
が
整
う
よ
う
に
も
な
っ

て
い
る
。 

 

青
年
海
外
協
力
隊
員
は
、
帰

国
後
、
東
京
都
も
教
員
、
役
人

の
試
験
で
は
学
科
が
免
除
さ

れ
る
特
典
が
あ
る
ゆ
え
、
さ
ら

に
多
く
派
遣
し
た
い
と
考
え

る
。 

 

「
ワ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
化
」
は
、

学
校
法
人
日
本
体
育
大
学
が

設
置
す
る
す
べ
て
の
学
校
が

一
丸
と
な
っ
て
協
力
・
団
結
す

る
こ
と
で
あ
る
。
今
ま
で
各
学

校
が
バ
ラ
バ
ラ
、
独
自
に
動
い

て
い
た
が
、
同
一
法
人
の
学
校
、

姉
妹
校
が
協
力
し
な
い
の
は

お
か
し
い
と
考
え
た
。
で
き
る

こ
と
を
、
可
能
な
こ
と
を
話
し

合
っ
て
実
行
す
る
こ
と
に
し

た
。 

 

そ
の
効
果
は
如
実
に
現
れ
、

高
大
連
携
の
絆
は
強
化
さ
れ
、

日
体
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
文
字
ど

お
り
一
つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。 

 

か
く
し
て
、
大
学
を
中
心
に

魅
力
的
な
存
在
に
す
べ
く
、
あ

ら
ゆ
る
施
策
を
講
じ
て
い
る

途
中
で
あ
る
。
網
走
市
に
特
別

支
援
高
校
を
平
成
29
年
に
開

校
し
、
社
会
貢
献
と
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
対
策
に
も
取
り
組
む
。

同
窓
の
パ
ワ
ー
を
お
借
り
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ば
か
り

か
、
今
後
は
同
窓
会
の
ご
協
力

を
あ
ら
ゆ
る
面
で
い
た
だ
か

ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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東
京
都
同
窓
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
本

学
に
対
し
ま
し
て
、
ご
高
配
を

賜
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

平
成
26
年
度
に
行
わ
れ
ま

し
た
教
員
採
用
試
験
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
今
年

度
現
役
合
格
者
は
25
名
と
な

り
ま
し
た
。
内
訳
は
、
保
健
体

育
教
諭
18
名
、
養
護
教
諭
１
名
、

小
学
校
教
諭
６
名
で
す
。 

自
治
体
別
の
合
格
者
は
、
東

京
都
７
名
、
神
奈
川
県
３
名
、

千
葉
県
２
名
、
栃
木
県
１
名
、

群
馬
県
１
名
、
茨
城
県
１
名
、

愛
知
県
１
名
、
兵
庫
県
１
名
、

滋
賀
県
１
名
、
三
重
県
１
名
、

岐
阜
県
１
名
、
大
分
県
１
名
、

横
浜
市
２
名
、
川
崎
市
１
名
、

堺
市
１
名
で
す
。 

現
在
の
教
員
採
用
試
験
の

現
状
は
、
全
校
種
、
全
教
科
総

じ
て
５
・
１
倍
で
あ
り
、
合
格

者
数
は
、
８
％
増
加
し
て
い
ま

す
。
東
京
都
保
健
体
育
教
諭
に

つ
い
て
は
、
合
格
者
数
１
４
９

６
名
、
倍
率
は
10
・
１
倍
で
し

た
。 今

年
度
合
格
者
の
う
ち
、
６

名
小
学
校
教
諭
を
輩
出
い
た

し
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
よ
り
、

明
星
大
学
と
提
携
を
結
び
、
通

信
教
育
課
程
を
経
て
、
在
学
中

に
小
学
校
教
諭
二
種
免
許
状

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
提
携
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
る
た
め

の
選
考
に
合
格
し
、
本
学
で
の

授
業
や
課
題
、
部
活
動
を
こ
な

し
、
そ
れ
に
加
え
て
の
通
信
課

題
を
計
画
的
に
こ
な
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
免
許
を
取
得
し
、
さ
ら

に
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し

た
６
名
の
学
生
達
は
、
目
的
意

識
や
、
学
習
の
計
画
性
を
持
ち
、

何
よ
り
も
小
学
校
教
員
に
な

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強

く
持
っ
て
取
組
ん
だ
結
果
が

今
回
の
合
格
に
結
び
つ
い
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。 

本
学
の
学
生
支
援
の
特
徴

と
し
て
は
卒
業
後
も
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
と
い
う

点
で
す
。
二
次
試
験
対
策
講
座

は
本
学
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
講
師

に
招
き
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月

中
旬
に
か
け
て
約
20
日
間
、
人

物
試
験
の
対
策
講
座
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

個
人
面
接
、
集
団
面
接
、
集
団

討
議
、
模
擬
授
業
、
論
作
文
の

添
削
等
、
在
学
生
、
既
卒
生
が

分
け
隔
て
な
く
交
わ
り
あ
い

な
が
ら
講
座
を
受
講
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
延
べ
人
数
、
在

学
生
３
１
３
名
、
卒
業
生
２
６

８
名
が
参
加
し
、
そ
の
中
か
ら

53
名
の
合
格
者
を
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
平
成
27
年
度
よ
り
、

新
た
に
「
日
体
教
学
舎
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
本
学
舎
は
、

公
立
学
校
の
教
諭
・
養
護
教
諭

を
目
指
す
者
が
集
い
、
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
、
学
び
合
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
在

学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
既
卒
生
も

入
舎
が
可
能
で
す
。 

現
在
、
在
学
生
に
向
け
て
教

員
の
質
の
保
証
を
目
指
し
新

た
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ひ
と
つ
め
は
、
「
教

員
免
許
状
取
得
必
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
旧
：
教
員
に
な
る
に
は

講
座
）」
で
す
。
１
年
次
よ
り
、

教
育
法
規
に
触
れ
、
教
育
の
目

的
、
教
員
の
職
務
、
使
命
を
知

る
こ
と
、
ま
た
そ
こ
か
ら
理
解

す
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
27
年
度

よ
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

を
図
り
、
１
年
次
に
学
習
計
画

書
の
作
成
、
法
規
暗
記
、
２
年

次
に
は
、
教
員
採
用
模
擬
試
験

受
験
、
３
年
次
に
は
教
員
へ
の

志
望
動
機
書
の
作
成
と
い
う

新
た
な
ス
テ
ッ
プ
を
設
け
ま

し
た
。
１
年
次
よ
り
、
目
的
意

識
を
持
ち
、
計
画
的
に
行
動
す

る
こ
と
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。 

日
体
大
ら
し
い
教
員
を
よ

り
多
く
養
成
す
る
べ
く
、
同
窓

会
、
教
員
、
学
生
支
援
セ
ン
タ

ー
、
と
三
位
一
体
と
な
っ
た
支

援
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
学
生
へ

の
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

    

今
年
も
教
育
実
習
と
い
う

古
く
、
懐
か
し
い
思
い
の
す
る

教
員
養
成
の
季
節
が
、
全
国
で

は
じ
ま
っ
た
。 

 

 

日
体
大
東
京
都
同
窓
会
で

は
、
後
輩
学
生
の
教
育
実
習
を

支
援
す
べ
く
、
大
学
と
「
協
働
」

し
十
数
年
前
よ
り
取
り
組
ん

で
い
る
。 

 

こ
の
活
動
は
、
後
輩
学
生
の

単
な
る
「
実
習
見
守
り
」
に
留

ま
ら
ず
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
の

事
前
指
導
、
該
当
校
へ
の
巡
回

指
導
・
事
後
総
括
指
導
な
ど
を

柱
と
し
、
過
去
に
自
校
へ
実
習

生
を
受
け
入
れ
て
い
た
立
場

の
管
理
職
の
力
を
借
り
、
直
接

指
導
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

積
極
的
・
画
期
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。 

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
些

か
Ｏ
Ｂ
と
し
て
は
面
映
ゆ
い

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
こ
の
指
導

の
在
り
方
は
ユ
ニ
ー
ク
で
実

効
の
あ
る
も
の
と
し
て
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
。 

 

今
年
は
、
都
公
私
中
高
一
五

八
校
、
二
〇
一
名
の
学
生
に
対

し
て
五
二
名
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
元

管
理
職
で
指
導
し
て
い
る
。 

実
習
巡
回
指
導
の
思
い 

 

東
京
都
同
窓
会
副
会
長 
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数
年
前
に
各
大
学
の
実
習

生
を
勤
務
校
に
受
け
入
れ
て

き
た
立
場
か
ら
少
々
複
雑
な

思
い
を
禁
じ
得
な
い
。
具
体
的

に
は
、
授
業
機
会
を
得
る
ば
か

り
で
な
く
、
教
育
活
動
の
様
々

な
現
実
の
姿
を
体
験
し
つ
つ
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
・
集

団
の
現
実
・
生
活
の
実
態
・
教

員
集
団
の
姿
ま
で
学
ん
で
も

ら
っ
て
い
る
。 

 

実
習
生
の
中
に
は
、
「
目
か

ら
鱗
」
な
の
か
生
き
生
き
と
学

ぶ
学
生
、
想
像
と
現
実
の
乖
離

に
悩
む
学
生
、
単
位
時
間
の
指

導
計
画
に
汲
汲
と
し
、
期
間
の

三
週
間
で
５
㎏
も
痩
せ
た
学

生
も
散
見
で
き
多
様
で
あ
っ

た
。 求

人
倍
率
が
一
・
一
五
倍
と

改
善
さ
れ
て
き
て
は
い
る
が
、

少
子
化
等
で
教
員
の
道
は
厳

し
く
な
っ
て
来
て
い
る
。
こ
の

教
育
実
習
を 

 

梃
に
力
を
つ
け
尊
敬
さ
れ
る

新
人
教
員
に
登
り
詰
め
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

因
み
に
、
日
体
大
入
学
当
初

に
教
員
を
志
向
し
て
い
た
学

生
が
八
五
％
と
聞
く
、
そ
れ
な

ら
免
許
取
得
の
機
会
を
得
な

が
ら
、
先
輩
・
恩
師
を
目
の
当

た
り
に
し
て
自
己
実
現
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平成 27年 5月 8日 

東京都教員採用候補者選考平成 27年度受験対策講座の開催 

 

教育支援委員会       

副委員長 五 石   秀 治 

 

 昨年度に引き続き、東京都同窓会として受験対策講座を組織的で計画的に運営し、学生や卒業生の教

員志望者が積極的に受験するように促すことをねらいとし、教員志望者が一人でも多く選考に合格し採

用されるように支援することを目的として、平成 27 年度受験対策講座の開催することとなった。昨年

度実施内容の振り返りをうけて、今年度は 12 月から準備を行い、計画を練ってきた。平成 27 年 2 月

13 日（金）東京都同窓会第 4回教育支援委員会で指導計画の原案を協議し、内容が決定された。 

 今年度は、受験者が計画的に準備をするための期間を考慮した。学生が教育実習に入る前の、4月 25

日（土）、5 月 2 日（土）の 2回実施し、本学卒業生で東京都教育庁人事部管理主事・都立高等学校校長

経験者小巻氏による講話や教職教養問題等の指導を通して教育実習に取り組む意識を高められるように

指導することとした。また、教員採用選考受験への意欲を高めることをねらいに、6月 21・28日（日）

の 2 回を後半に実施し、受験直近の心の準備を整えることをねらいとして、受講者に東京都教育庁人事

部管理主事・都立高等学校校長経験者小巻氏による講話、論文指導を個別的に指導することを取り入れ

た内容で実施することとした。 

 平成 27 年 3 月初旬には、全国同窓会のホームページ（ＨＰ）と学内の電子掲示や印刷物の掲示によ

り、受講生の募集を計画した。前半 2回は、諸般の事情により全国同窓会のＨＰでのＰＲができなかっ

た。このために、卒業生の受講申し込みができず、参加者がいない状況となってしまった。これは、情

報発信を東京都同窓会が主体的にできないということであり、今後の反省点であるとともに、東京都同

窓会の事務局と受験対策講座の運営体制づくりに問題があると考えられる。第 3 回以降は、全国同窓会

のＨＰにも案内が掲載され、本学校友課と学生支援センターの協力を得て、卒業生の受講生を募る計画

である。 

 なお、前半の 2 回は、平成 27 年 4月 25 日（土）、5月 2日（土）10：00 から開催された。申込者に

対して受講者が少ない傾向は昨年と同様である。講座の指導内容と講義・講話などに関する受講生の感

想・意見等は別掲のとおりである。 
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東京都教員採用候補者選考平成 27年度受験対策講座 第 1回・第 2回アンケート集計 


